
 

 

 

 

【A】保育実践のマインド＆スキルズ編 

【第７回】保護者とのかかわり 

 

鎌倉女子大学短期大学部 講師 上田 陽子 

 

【講座の概要】 

少子化、核家族化が進む現在、乳児から子どもを園に預け働く保護者が増え

ました。保育者には、子どもの最善の利益を尊重することを目的としつつも、

保護者のもつ様々な悩みに向き合い、共に考えていく姿勢、子育てのパートナ

ーとしての役割が求められています。保護者一人ひとりに寄り添い、支援する

ために必要な知識や心構えなどについて、併設校である幼稚部に勤めた経験も

交えながら、皆さまと一緒に考えて参りたいと思っています。 

 

１．現代の保護者を取り巻く子育て環境と子育て支援

  ①保護者を取り巻く社会的環境の変化と子育て不安の増大 

  ②園における子育て支援の必要性と保育者の役割 

    「指示」ではなく、寄り添いサポートする「支持」を 

 

２．保護者との信頼関係をどう築くか 

  ①保護者に対する子育て支援の基本 『自己決定の尊重』 

  ②日頃からの信頼関係づくりを大切に 『共感的理解』 

  ③親子の安定した関係を支える 

 

３．保育の積み重ねをとおした子どもの成長の共有 

  ①コミュニケーションを大切に、子どもの育ちを共有する 

  ②日々の連絡帳や園だより、クラスだより等をとおしての 

   信頼関係の築き 

  ③行事等をとおした成長の共有 

 

４．特別な配慮が必要な保護者とのかかわり・支援 

  事例「階段が怖いです」 

    発達の問題を保護者と共有するために 

【実践事例】 

＊信頼関係の先に…保護者と共に保育を紡ぐ 

   -子どもたちの生活をより豊かに 保育内容の充実を図る- 

   -保護者が活き活きと力を発揮できる場を- 

＊子育て支援の実際 

-鎌倉女子大学幼稚部 満２

歳児クラスでの取り組み- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育参加「お母さん紹介♪」 


